
　
梅
雨
の
晴
れ
間
の
7
月
11
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら
2
時
間
に
わ
た
り
、
も
や
い
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た

1
7
2
名
が
じ
っ
と
画
面
を
み
つ
め
な
が
ら
、
岩
永

竜
一
郎
先
生
の
話
し
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　
日
本
感
覚
統
合
学
会
・
常
任
理
事
で
も
あ
る
岩
永

竜
一
郎
先
生
は
、
研
究
者
・
支
援
者
と
し
て
、
ア
ス

ペ
ル
ガ
ー
の
息
子
を
持
つ
父
と
し
て
、
発
達
障
が
い

第23回ふれあい研修会
発達障がいの理解と支援

長崎大学大学院医歯薬学総合研究科
准教授・医学博士　岩永竜一郎氏

周
り
の
お
と
な
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
は
変
わ
る

を
持
つ
人
の
身
体
機
能
・
感
覚
の
面
の
問
題
解
決
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
感
覚
統
合
の
立
場
か
ら
、
発

達
障
が
い
児
の
特
性
に
沿
っ
た
支
援
に
つ
い
て
具
体

的
、
実
践
的
な
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ご
感
想

や
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
周
囲
の
大
人
の
対
応
で
子
ど
も
が
変
わ
っ
て
い
く

事
!!
実
際
動
画
で
見
ら
れ
て
大
変
役
に
立
ち
ま
し
た
」

「
最
後
に
大
き
く
誉
め
る
よ
り
も
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
と

事
あ
る
ご
と
に
誉
め
る
と
や
る
気
が
出
て
気
力
が
持

続
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
」

「
参
加
者
が
多
く
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
だ
と

思
い
ま
し

た
。
も
っ

と
発
達
障

が
い
に
対

す
る
周
囲

の
理
解
が

必
要
だ
と

い
う
こ
と

を
感
じ
ま

し
た
」
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誰もがもやいの心で「水俣に住んで良かった」と実感できるまちを目指して
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平成26年度 事業報告・決算書
　少子・高齢社会の進展や人口減少・核家族化に伴い、ひとり暮らし高齢者等も増加し、家族
内の介護機能の低下、コミュニティの脆弱化が叫ばれています。地域においては虐待、ひきこ
もり、災害時支援、消費者被害など、地域からの孤立を起因とする様々な生活課題が深刻化し
ています。それに伴い、災害時支援のあり方や地域における生活課題の解決、孤立防止に向け
た取り組みなど、社会福祉協議会の役割の重要性が今まで以上に問われています。 
　このような社会情勢のなか、本会に対する住民の信頼や社会的な期待に応えるために、さま
ざまな社会資源とネットワークを活用して地域住民との協働を通し、地域福祉の向上を図って
まいりました。  
　平成26年度は重点目標に、「生活困窮者自立支援モデル事業」を実施し、生活困窮者が困窮
状態から早期に脱却することを支援し、本人の状態に応じた相談支援等を実施いたしました。
また、ＤＶのない社会を目指し、ふれあいのまちづくり推進委員会の中にＤＶ予防対策委員会
を設置し、様々な検討を重ねてまいりました。さらに、地域住民が住み慣れた地域で安心して
尊厳あるその人らしい生活を継続することができるように、包括的および継続的に支援する地
域包括ケアを実践するためのネットワークの充実を図りました。 
　こうした重点事業のみならず、「認知症カフェ」や「ひきこもり対策」など、住民の新たな
ニーズに即応すべく新たな事業にも積極的に取り組みました。 

（単位：円）
勘 定 科 目 決算額 勘 定 科 目 決算額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

　
収
入

会費収入（一般会費、賛助会費、法人会費） 6,552,300 施
設
整
備
等
に

よ
る
収
支

収入 施設整備等収入計⑷ 0
寄附金収入（香典返し、一般寄附） 4,741,523

支出
固定資産取得支出 506,736

経常経費補助金収入（県・市・県社協補助、共同募金配分金） 42,105,134 施設整備等支出計⑸ 506,736
受託金収入（市・県社協受託） 55,330,667 施設整備等資金収支差額⑹ = ⑷ - ⑸ △ 506,736
貸付事業収入 255,000
介護保険事業収入 21,518,390 勘 定 科 目 決算額
障害福祉サービス等事業収入 2,090,390 そ

の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

収入 その他の活動収入計⑺ 0
その他の事業収入 353,700

支出
積立資産支出 4,775,200

受取利息配当金収入 21,479 その他の活動支出計⑻ 4,775,200
その他の収入 916,887 その他の活動資金収支差額⑼ = ⑺ - ⑻ △ 4,775,200
事業活動収入計⑴ 133,885,470

支
出

人 件 費 支 出 94,561,001 予 備 費 支 出⑽ 0
事 業 費 支 出 21,541,184 当期資金収支差額合計⑾ = ⑶ + ⑹ + ⑼ - ⑽ △ 2,803,073
事 務 費 支 出 6,946,649
貸付事業支出 255,000 前期末支払資金残高⑿ 91,193,395
助 成 金 支 出 7,976,773 当期末支払資金残高⑾ + ⑿ 88,390,322
負 担 金 支 出 126,000 ※収入額が支出額に対し不足する額である当期資金収支差額合

計⑾△ 2,803,073 円は、前年度末までの繰越活動収支差額累
計額の一部で補てんしています

事業活動支出計⑵ 131,406,607
事業活動資金収支差額⑶ = ⑴ - ⑵ 2,478,863

合　　　計 決算額
収入合計　　　　　　⑴＋⑷＋⑺＋⑿ 225,078,865
支出合計　　　　　　⑵＋⑸＋⑻＋⑽ 136,688,543
収支差額　＝　当期末支払資金残高⑾ + ⑿ 88,390,322
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み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
２
６
年
度

社
会
福
祉
協
議
会

の
会
費
納
入
に
あ

た
り
、み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。み

な
さ
ま
か
ら
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
会

費
は
、社
会
福
祉

協
議
会
が
行
な
う

福
祉
活
動
な
ど
に

活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
法
人

会
費
に
つ
き
ま
し

て
は
、市
内
の
事

業
所
な
ど
を
対
象

に
法
人
会
員
の
加

入
を
お
願
い
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、

５
６
法
人
・
事
業

所
が
ご
加
入
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
協

力
の
程
、よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

貸 借 対 照 表
　　　　　　　　平成27年3月31日現在　　　  （単位：円）

資産の部 負債の部

科　　目 金　額 科　　目 金　額

流動資産 97,555,008 流動負債 9,164,686 

　現金預金 37,035,578 　事業未払金 8,709,454 

　　現金 57,126 　未返還金 32,500 

　　預貯金 36,978,452 　預り金 69,291 

　事業未収金 60,519,430 　職員預り金 349,301 

　　事業未収金 58,018,430 　仮受金 4,140 

　　未経過貸付金 60,000 固定負債 58,285,690 

　　未償還金 2,441,000 　退職給付引当金 58,285,690 

固定資産 142,180,642 負債の部合計 67,450,376 

基本財産 1,000,000 純資産の部

　定期預金 1,000,000 基本金 1,000,000 

その他の固定資産 141,180,642 　第１号基本金 1,000,000 

　建物 1 その他の積立金 81,708,685 

　車輌運搬具 233,339 　福祉活動積立金 81,708,685 

　器具及び備品 912,387 次期繰越活動増減差額 89,576,589 

　退職給付引当資産 58,285,690 　（うち当期活動増減差額） △ 1,648,863

　福祉活動積立資産 81,708,685 

　長期前払費用 39,540 

　出資金 1,000 純資産の部合計 172,285,274 

　資産の部合計 239,735,650 負債及び純資産の部合計 239,735,650 

財 産 目 録
  	 　　　　平成27年3月31日現在　　　  （単位：円）

資産 ･負債の内訳 金　　額
Ⅰ　資産の部

１、流動資産
現金預金 37,035,578 

現金 現金手許有高 57,126 
預貯金 肥後銀行　水俣支店 36,978,452 

事業未収金 60,519,430 
事業未収金 介護報酬、市受託金　他 58,018,430 
未経過貸付金 福祉金庫貸付金 ( 期限内 ) 60,000 
未償還金 福祉金庫貸付金 ( 過年度分 ) 2,441,000 

流動資産合計 97,555,008 
２、固定資産

基本財産
　定期預金 肥後銀行　水俣支店 1,000,000 

基本財産合計 1,000,000 
その他の固定資産

建物 1 
車輌運搬具 233,339 
器具及び備品 912,387 
退職給付引当資産 58,285,690 
福祉活動積立資産 81,708,685 
長期前払費用 39,540 
出資金 1,000 

その他の固定資産合計 141,180,642 
固定資産合計 142,180,642 

【資産合計】 239,735,650 
Ⅱ　負債の部

１、流動負債
事業未払金 職員給与、法定福利費　他 8,709,454 
未返還金 水俣市補助金返還金 32,500 
預り金 報酬源泉税　他 69,291 
職員預り金 住民税、給与源泉税　他 349,301 
仮受金 居宅介護予防支援介護料 4,140 

　　　　　　流動負債合計 9,164,686 
２、固定負債

退職給付引当金 全社協、県社協 58,285,690 
　　　　　　固定負債合計 58,285,690 

【負債合計】 67,450,376 
【差引純資産】 172,285,274 

河
野
商
店 

Ｊ
Ｎ
Ｃ
サ
ー
ビ
ス（
株
）

（
有
）峰
村

Ｊ
Ｎ
Ｃ（
株
）水
俣
製
造
所

熊
本
中
央
信
用
金
庫
水
俣
支
店

ア
ク
ト
ビ
ー

　

リ
サ
イ
ク
リ
ン
グ（
株
）

九
州
労
働
金
庫
水
俣
支
店

（
福
）光
明
童
園

新
栄
合
板
工
業（
株
）

（
株
）健
康
共
同
フ
ァ
ル
マ

　
　
　

さ
く
ら
薬
局

い
し
む
れ
電
器

合
同
会
社
オ
ル
ワ
ー
ス

太
陽
電
気（
株
）水
俣
支
店

（
有
）あ
ら
せ

水
俣
ガ
ス（
有
）

水
俣
石
油(

株)

（
福
）さ
か
え
の
杜

立
尾
電
設（
株
）

（
株
）水
俣
ア
ス
コ
ン

（
医
）芳
和
会
水
俣
協
立
病
院

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
ル
ー
プ
エ
コ
（
有
）肉
の
ア
カ
ミ
セ

特
養
老
人
ホ
ー
ム
白
梅
荘

ク
ロ
ッ
ク
ス（
株
）

和
風
三
笠

Ｊ
Ｎ
Ｃ
環
境（
株
）

豊
田
実
業(

株)

（
医
）仁
治
会
緒
方
眼
科
医
院

（
福
）照
徳
の
里

(

株)

エ
ム
・
テ
ィ
・
エ
ル

（
株
）熊
本
銀
行
水
俣
支
店

（
有
）森
整
備
工
場

水
俣
商
工
会
議
所

（
資
）君
島
タ
ク
シ
ー

（
医
）寺
崎
会
て
ら
さ
き

　

ク
リ
ニ
ッ
ク

水
俣
燃
料（
有
）

（
株
）肥
後
銀
行
水
俣
支
店

（
医
）旭
会
水
俣
病
院

介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
　

や
す
ら
ぎ
苑

（
株
）い
け
だ
心
善
社

（
医
）岡
部
病
院

山
下
社
会
保
険
労
務
士　
　

　
　
　
　

事
務
所

（
有
）あ
す
な
ろ
印
刷

（
資
）下
田
薬
局

（
宗
）西
念
寺

諌
山
工
業（
株
）

（
有
）前
田
プ
ロ
パ
ン
商
会

昌
栄
海
運(

株)

（
有
）村
上
電
気
水
道
設
備

サ
ン
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス（
株
）

（
有
）宮
川
ホ
ン
ダ
自
動
車

セ
ン
ト
ラ
ル
工
事（
株
）

新
興
製
機（
株
）

（
敬
称
略
・
加
入
受
付
順
）

Ｊ
Ｎ
Ｃ
開
発（
株
）

生
活
協
同
組
合
く
ま
も
と

(
有)

た
か
や
ま
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平成27年度 事業計画・予算書

【基本方針】
これまでの高齢社会の問題は高齢化の進展の「速さ」が問題でしたが、これからは平成

２７年以降の高齢化率の「高さ」（＝高齢者数の多さ）が問題となります。このことを見
据えた、今回の平成２７年度の介護保険法改正の大きな目的は「地域包括ケアシステムの
構築」と「費用負担の公平化」と言われています。これは平成３７年（2025 年）に向けて、
医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される体制を実現し、高齢者ができ
る限り住み慣れた地域で尊厳を持って自分らしい生活を送ることができるよう、地域包括
ケアシステムの構築に向けた取組を重点に進めていくものです。

同じく平成２７年４月に施行される生活困窮者自立支援法は、これまで「制度の狭間」
に置かれてきた生活保護受給者以外の生活困窮者に対する支援を強化するものです。本会
では、孤立しがちな方に対して社会参加を促進し、潜在能力を発揮するための「社会的包摂」
を進めるとともに生活に困窮した状況から脱却し、自立することが可能となるよう、自立・
就労支援等の体制を構築することを目的として本事業に取り組みます。このような支援体
制を構築することは、容易ではないかもしれません。しかし、これは、一人の生活困窮者
を救済するのみならず、「地域で支えられていた人」が「支える人」に回るための必要な
仕組みであると思念します。
　こうした新たな制度への対応や新しい地域福祉課題に対応するため、本会が有する機能
を最大限に発揮し、地域住民やボランティア、行政、福祉関係団体、関係機関等と連携、
協働して地域での取り組みをさらに推進し、動向に注視しながら社協機能を充実してまい
ります。

	 【重点目標】
○　社協活動発展強化計画の策定　　　○　ボランティア活動の充実
○　生活困窮者の自立支援　　　　　　○　地域包括ケアシステムの構築

収　入
155,683,000

会費
6,620,000円

その他の収入
875,000円

寄附金
3,800,000円

障害福祉サービス等事業
1,567,000円

サービス区分間繰入金収入
4,225,000円

受取利息配当金
30,000円

受託金
63,335,000円

貸付事業
1,500,000円

その他の事業
454,000円

介護保険事業
23,982,000円

経常経費補助金
40,154,000円

前期末支払資金残高
9,141,000円

積立資産　5,289,000円

予備費　1,044,000円

人件費
105,305,000円

事務費
6,496,000円

貸付事業
1,500,000円

助成金
7,775,000円

負担金
300,000円 サービス区分間繰入金支出

4,225,000円

事業費
23,749,000円

支　出
155,683,000
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社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域

の
社
会
福
祉
の
向
上
を
み
ん
な

で
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
、
地
域
の
方
々
か
ら
支
え
ら

れ
、
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
様
々
な
社
会
福
祉
事
業
を

行
っ
て
い
る
民
間
団
体
で
す
。

　

実
施
し
て
い
る
事
業
は
み
な

さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
会
費
や

寄
付
金
の
他
、
行
政
な
ど
か
ら

の
補
助
金
や
委
託
金
、
介
護
保

険
収
入
な
ど
を
財
源
に
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
ご
理
解
の
う
え
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
一
般
会
費　

一
世
帯　

年
額
６
０
０
円

自
治
会
を
通
じ
て
市
内
の
全
て
の
世
帯
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
般
会
費
は
本
会
の
活
動
資
金
の
う
ち
で
最
も
基
本
と
な

る
財
源
で
す
。

（
昨
年
度
の
実
績
）　　

5
、9
8
1
、3
0
0
円

●
賛
助
会
費　

一
口　

年
額
１
、０
０
０
円

特
に
本
会
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
賛
助
く
だ
さ
る
方
に
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

（
昨
年
度
の
実
績
）　

1
、0
0
0
円

●
法
人
会
費　

一
口　

年
額
１
０
、０
０
０
円

本
会
の
活
動
に
積
極
的
に
ご
賛
助
く
だ
さ
る
市
内
の
法
人
や
事

業
所
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

（
昨
年
度
の
実
績
）　

5
7
0
、0
0
0
円

会
費
納
入
の
お
ね
が
い

使　途 内　容

福祉用具貸与事業

水俣市在住の要援護高齢者や障がい者、その他福祉用具を必要とされる方々
に対し日常生活の便宜を図るため車いすや特殊便器、シャワーチェアー、歩
行器、入浴台、杖等の福祉用具を貸付しました。

（貸付件数 107 件）

介 護 者
リフレッシュ事業

在宅で高齢者や障がい者の介護をされている家族の慰労を図るため要介護者
や介護者の方々に対し、訪問散髪や訪問マッサージのサービスを行いました。

（利用者数 31 名）

福祉金庫貸付事業
水俣市在住の非課税世帯で、緊急に資金が必要となった方に対し、50,000 円
を上限として貸付をしました。

（利用件数 86 件）

災 害 見 舞 不慮の災害を被られた世帯に対し、災害見舞いの弔慰金を支給しました。
（全壊・全焼４件、床上浸水他１件、負傷軽傷者１件）

地 域 福 祉 関 係 地参地笑のみなまたづくり事業（地域リビング運営、推進委員会の運営） 
もやいでチャレンジ

社 協 基 盤 整 備 役員会の運営（役員会の開催 理事会８回、評議員会８回）、もやい館生活支援
センターの運営管理、広報活動など

平成 26年度の使途

事
務
局
長
就
任
の

ご
あ
い
さ
つ

４
月
１
日
の
人
事
異
動

に
よ
り
事
務
局
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
久
保
敏
博

で
す
。社会

福
祉
協
議
会
は
、

民
間
組
織
と
し
て
の
「
自

主
性
」
と
、
住
民
や
社
会

福
祉
関
係
者
に
支
え
ら
れ

た
「
公
共
性
」
の
２
つ
の

側
面
を
併
せ
も
っ
た
社
会

福
祉
法
人
で
す
。

加
速
す
る
少
子
高
齢
化

の
進
展
や
地
域
住
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
伴
い
、
社

会
保
障
・
福
祉
政
策
の
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
情
勢
の
下
、
地
域

福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
た
社
協
の

果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

福
祉
関
係
者
や
医
療
・
行

政
な
ど
の
関
係
機
関
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
、
時
代

に
即
応
し
た
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
、
社
協

職
員
一
同
邁
進
し
て
い
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
も
皆
様
の
社
協
活

動
に
対
す
る
変
わ
ら
ぬ
ご

理
解
と
、
な
お
一
層
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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水
俣
の
地
域
福
祉
活
動
を
住
民

参
画
・
住
民
主
体
で
推
進
す
る
た

め
に
「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
平
成
６
年

度
よ
り
21
年
間
、
地
域
福
祉
活
動

へ
の
提
言
を
は
じ
め
、
事
業
推
進

へ
の
協
力
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
任
期
は
３
年
間

で
今
回
８
期
を
迎
え
た
委
員
会
で

は
、
会
長
を
井
上
章
久
氏
、
副
会

長
に
吉
井
惠
璃
子
氏
、
若
杉　

篤

氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

氏　名
五十音順・敬称略 所　属　等

井上章久 わかたけ保育園
大橋久美子 さん SUN 助産院
河上昌徳 傾聴グループみなまた
河田奈保子 中央商店街メガネのカワタ、教育委員
川本愛一郎 リハシップあい
小嶋道廣 ３区自治会生活環境委員会福祉部
坂本幸則 手をつなぐ育成会
下川満夫 水俣芦北広域行政事務組合
竹下昭博 水俣市福祉環境部福祉課
徳冨一敏 おれんじ館
中村凉子 家庭相談員
永田いづみ 主任児童委員
永野隆文 民生委員児童委員
永野ユミ 保護司
原永智子 ほのぼのクラブ
平松大輔 司法書士、土地家屋調査士、行政書士
渕上真美 渕上クリニック居宅介護支援事業所
前田ヤス子 田平地域リビング
松本周子 婦人相談員
峰村直樹 デイサービスセンター長寿村
森山亜矢子 環不知火プランニング 
吉井惠璃子 久木野子ども伝統芸能講座実行委員会
吉本智昭 障がい者就業・生活支援センターみなよし
若杉　篤 児童養護施設光明童園
和田恭子 水俣市福祉環境部健康高齢課
アドバイザー　立教大学コミュニティー福祉学部教授　森本佳樹

ふれあいのまちづくり推進委員会Ⅷ
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居
心
地
の
い
い
場
所
づ
く
り

副
会
長　

吉
井　

惠
璃
子

　

み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

こ
の
た
び
社
会
福
祉
協
議
会
の
お
手
伝

い
を
す
る
「
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
委
員
会(

通
称　

ふ
れ
ま
ち)

」
の
副

会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

私
は
久
木
野
を
中
心
に
、
子
ど
も
達
と

と
も
に
伝
統
芸
能
を
継
承
す
る
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
福
祉
と
伝
統
芸
能
、
一
見
何

の
関
係
も
な
い
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
は
地

域
づ
く
り
で
あ
り
児
童
福
祉
・
高
齢
者
の

い
き
が
い
作
り
に
も
な
り
と
信
じ
て
い
ま

す
。
私
は
福
祉
の
プ
ロ
、
つ
ま
り
福
祉
を

学
ん
で
き
た
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
専
門

的
に
語
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
の
で

す
が
、
福
祉
に
は
枠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

ら
ゆ
る
立
場
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
形
で
、
あ

ら
ゆ
る
人
が
か
か
わ
っ
て
い
け
る
福
祉
の

町
を
つ
く
る
こ
と
も
「
ふ
れ
ま
ち
」
の
役

目
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
難
し
く
考
え

ず
、
た
だ
、
そ
こ
に
い
て
居
心
地
の
い
い

場
所
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る

水
俣
市
に
な
れ
ば
い
い
、
そ
れ
を
念
頭
に

お
き
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
水
俣
の
『
振
れ
合
い
』
を
力
に
」

副
会
長　

若
杉　

篤

　

今
年
よ
り
、
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
若
杉
篤
と
申
し
ま
す
。
こ
の
度
、
副

会
長
と
い
う
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
正
直
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
を
牽
引
さ
れ
て
き
た
諸
先
輩
方

の
支
え
を
頂
き
つ
つ
臨
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
委
員
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
り

「
袖
振
り
合
う
も
多
生
の
縁
」
の
諺
を
ふ

と
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
辞
書
を
め
く
る
と
「
人
と
の
縁

は
偶
然
で
は
な
く
、
深
い
因
縁
に
よ
り
起

こ
る
も
の
だ
か
ら
、
ど
ん
な
出
会
い
も
大

切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
仏
教

的
な
教
え
に
基
づ
く
も
の
」
と
あ
り
ま
し

た
。
生
活
の
中
で
の
振
れ
合
い
（
ご
縁
）

を
ど
う
活
か
す
か
、
水
俣
の
地
域
福
祉
の

実
状
を
学
び
な

が
ら
こ
れ
か
ら

の
約
３
年
間
、

じ
っ
く
り
と
取

り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様

方
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

ふれあいのまちづくり推進委員会Ⅷ

会
長　
　

井
上
章
久

　

第
７
期
に
引
き
続
き
、
第
８
期
の
ふ
れ
あ
い

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
井
上
章
久
と
申
し
ま

す
。
こ
の
度
は
会
長
と
い
う
大
役
を
賜
り
、
気

持
ち
が
引
き
締
ま
る
想
い
で
お
り
ま
す
。

　

私
は
子
ど
も
・
子
育
て
分
野
の
仕
事
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
推
進
委
員
会
で
は
多
様
な
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
が
集
ま
っ
て
お
り
、

こ
れ
か
ら
約
３
年
間
、
共
通
の
目
標
に
む
か
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
あ
わ
せ
て
い
け
る
こ
と
に

胸
が
高
鳴
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
近
年
、個
人
や
家
族
の
問
題
が
多
様
化
・

複
雑
化
し
、
個
人
の
責
任
で
は
な
く
社
会
的
な

問
題
と
し
て
捉
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

中
で
、
水
俣
で
暮
ら
す
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な

社
会
を
思
い
描
い
て
い
く
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
推
進
委
員
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
・
暮
ら
し
の
課
題
を
だ
し
あ
う「
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
」
と
、
水
俣
の
未
来
を
想
像
し
逆
に
今
や
る

べ
き
こ
と
を
考
え
る
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
」
の

視
点
、
両
方
向
か
ら
議
論
を
深
め
、
メ
ン
バ
ー

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
し
な
が
ら
、
実
践
ま

で
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
８
期
も
実
り
あ
る
推
進
委
員
会
と
な
る
よ

う
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
力
添
え
頂
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
、

実
践
へ
」
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物忘れなどに不安のある人の居場所になり地域で支える場所
地域住民、専門職などが集える場所
★誰でも来ていいの？
物忘れなど不安のある人、そのご家族など

（ご利用についてはお問い合わせください）
★どこでやってるの？
もやい館１階　水俣市社会福祉協議会多目的ルーム
★いつやってるの？
毎週　火曜日と木曜日（祝祭日は除く）　   
10：00 ～ 15：00　　利用料金　１人　300 円

　

ずっと元気でいたいから相談してみよう
水俣市地域包括支援センター

も や い

悩　み 疑　問 相談ごと

要支援の認定結果が届い
た。サービスを使うには
どげんすればよか？

ひとり暮らしだけん将
来の生活や財産管理が
心配。

近所の友達の家から最
近 怒 鳴 り 声 が 聞 こ え
る。心配だ。 親が最近、物忘れがひどくなってきた。病院を受診したいが、

専門の病院はどこにあるの？

親が認知症と診断され
た。介護保険で何かサー
ビ ス を う け ら れ る で
しょうか？

最近、少し物忘れがあっ
とよ・・・。
足腰も痛かし・・・。

親が最近、閉じこもり
がち。高齢者のサーク
ルなどがあれば参加し
てほしいけど・・・。

ひとりで暮らす親が心
配。どこか入所できる
施 設 は な い で し ょ う
か？

【地域包括支援センターの役割】

お気軽にご相談ください。

自立した生活を支援します。
・要支援に認定された方
の介護ケアプランを作成
します。
・健康に役立つ教室やセ
ミナーのご案内をしま
す。

みなさまの権利を守ります
・財産管理や契約の判断
などに困っている方へ、
利用できる制度の紹介を
します。
・悪徳業者の被害に対応し
ます。
・認知症高齢者などの虐
待に対応します。

気軽な相談窓口です。
・高齢者ご本人、家族、
地域の方からの相談をお
受けします。

様々な機関とつながって
活動します
・病院、介護サービス事
業所、民生委員などと連
携を取って、高齢者の皆
様の暮らしを支えます。

相談は無料。秘密は守ります。

0966-62-3030
オレンジカフェ「もやい処」

入院中の親がもうすぐ退院
する。退院後に備えて相談
したい。

障がい者の福祉サービス等利用のお手伝い！
～指定特定相談支援事業～

障がいのある方が、自立した日常生活や社
会生活が送れるよう、福祉サービス等利用
のお手伝いをします。
《支援の内容（基本相談、計画相談）≫
○障がいがある方の生活に関する相談
○障がい者福祉サービスの申請前の相談や申請す
　るときの支援
○サービスを利用する際の計画作成
○サービスを利用する際のサービス事業者との
　連絡調整など

あなたの生き方応援します
障がい福祉サービスに加え、保健医療サービス、
その他の福祉サービスや地域住民の方との連携に
よる支援に努めます。

オレンジカフェ「もやい処」では　ボランティアを募
集しています。利用者さんと一緒に楽しい時間を過ご
しませんか？
講師ボランティアも募集しています

お問合せ先　62-3030



− 9 −

みなまた安心センターをご利用ください

暮らしの困りごとや悩みは一人で抱え込まず、まずはご相談ください。みなまた安心センター
では専門相談員が解決に向けた相談支援を行います。
みなまた安心センターでは以下の事業を実施しています。

自立相談支援事業
生活に困っている、働きたくても働けないなどのお悩みがある場合は、どのような支援が必
要かを相談支援員が相談者と一緒に考え、具体的な支援プランを作成し、寄り添いながら自
立に向けた支援を行います。

権利擁護センター事業
高齢者や障がい者などで判断能力の低下した方の財産管理や法律行為、成年後見制度の利用
などに関する相談に応じるほか、市民後見人の育成や出前講座などを行います。

地域福祉権利擁護事業
判断能力が低下されている方を対象に、福祉サービス利用の援助、日常的金銭管理サービス、
重要書類の預かりなどを行います。
※利用料金は１時間あたり 900 円（生活保護受給者は無料）

法人後見事業
家庭裁判所の選任により社会福祉法人水俣市社会福祉協議会が成年後見人や保佐人、補助人
となり、判断能力が低下されている方の財産管理や法律行為を代理します。
※成年後見人、保佐人、補助人への報酬は、家庭裁判所が決定します。

生活福祉資金貸付事業
低所得者世帯、障がい者世帯及び高齢者世帯を対象に、経済的自立、在宅福祉や社会参加の
促進を図ることを目的に、それぞれの世帯の状況と必要に応じた資金の貸付を行います。

「高齢者・障がい者のための成年後見相談会」のお知らせ
熊本県司法書士会では、成年後見制度や相続、遺言、財産管理などに関する無料相談
会を開催します。
相談は無料で、秘密は固く守られますので、お気軽にご相談ください。
【相談例】ひとり暮らしの今後が不安
	 　  お互いの介護が必要になったときの預金管理が心配
	 　  障がいを持つ子供の将来が心配
	 　  悪徳商法にだまされた
日　時：平成27年９月26日（土）　午前10時〜午後４時
場　所：熊本県司法書士会館（熊本市中央区大江四丁目４番34号）
相談料：無料
方　法：面談及び電話相談（当日相談専用電話番号　096-364-0800）
事前の問い合わせ先：熊本県司法書士会事務局（電話　096-364-2889）
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子どもの学習援助事業を行っています。
　「高校受験のために勉強したいけど、どう勉強したらいいかわからない」「子どもに勉
強させたいけど、塾に行かせるお金がない」と悩んでいる方はいませんか？
　水俣市は熊本県と連携し、無料で学習支援を受けることができる、子どもの学習援
助事業～ジョイスタ～（熊本県自立支援プラン推進事業）を行っています。（ジョイス
タとは、「楽しくスタート、楽しくスタディ」をテーマに子どもとその保護者が希望に
向かって進めることを願って付けた教室名です）
　ジョイスタは、社会福祉法人菊愛会の教育支援員と地域の方が協力して学習教室を
開催しており、高校入試や定期テスト対策、宿題、基礎学力強化等の学習支援を行い、
子どもが将来、自立した生活ができる力を身に付けるよう支援します。

開 催 日　毎週木曜日　18時～20時 30分
開催場所　水俣市南部もやい直しセンター　おれんじ館
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ラ
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第43回歳末たすけあいチャリティーショーへの出演団体を募集します
　毎年、市内で活動する団体が日舞やダンス、三味線などを披露する歳末たすけあいチャリ

ティーショーを12月13日（日）水俣市文化会館で開催いたします。

　９月末日まで参加団体を受け付けておりますので、奮ってご応募ください。
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ボランティア活動保険のご紹介
日本国内におけるボランティア活動中のケガや賠償責任を補償します

Aプラン Bプラン
基本タイプ 300 円 450 円
天災タイプ 460 円 690 円

●活動場所と自宅との往復途上の事故も補償
●ボランティア活動の為の学習会・会議などの
事故も補償
●ボランティア自身の食中毒・熱中症・特定感
染症も補償
●天災タイプでは、地震・噴火・津波によるケ
ガも補償

(1) ケガの補償
・清掃ボランティア活動中、転んでケガをして
通院した

・ボランティア活動に向かう途中、交通事故に
あって亡くなられた

・活動中、食べた弁当でボランティア自身が食
中毒になって入院した
(2) 賠償責任の補償
・入浴ボランティア活動中、誤ってお年寄りに
ケガをさせた

・家事援助ボランティア活動中、清掃していて
誤って花瓶を落としてこわした

・自転車でボランティア活動に向かう途中、誤っ
て他人にケガをさせた

加入手続き

保険金をお支払いする主な例補償内容

・加入申込書に必要事項を記入し、保険料を添
えて社協へ提出して下さい

・社協が内容を確認し、受付印を押し、保険料
を受領することにより、加入申込手続きが完
了します

保　険　料 補償期間
申込手続き完了日の翌日午前 0時～
　　　　　　　　　　平成 28 年 3 月 31 日

※地域活動やボランティア活動の一環として行われる各種活動が対象となるボランティア行事用保険もあります
（例）福祉施設の夏まつり、清掃活動など

いのちのバトン
緊急時に必要な情報を正確に伝えるため、
医療情報や緊急連絡先等を保管できる

“いのちのバトン”を希望される方に無料で配布しています。

対象者

・いのちのバトン申込書を社協窓口に提出してください
・いのちのバトン一式をお渡しします

申込方法

バトンを冷蔵庫の
中に入れる

目印として冷蔵庫と玄関
扉の内側にシールを貼る

いのちのカードに
必要な情報を記入する

いのちのカードを
バトンに入れる
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女性にとって妊娠時期はとても貴重で素敵な時間です。
その大切な時間のほんの少し、１週間に１度だけ楽しい
ひとときを一緒に過ごしてみませんか？

毎週水曜日　10：30～　約１時間
もやい館１階多目的ルーム

産後の赤ちゃん連れ大歓迎！

  M E N U
~メニュー ~

お手玉、絵手紙、口腔ケア
ハンドリンパマッサージ
写真の取り方教室など

マタニティ
倶楽部へのお誘い

参加費無料10月からは、


